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平成 27 年度科学技術振興調整費による実施プロジェクトの評価結果について 

平 成 2 8 年 2 月 8 日 

科学技術・学術審議会

研 究 計 画・評 価 分 科 会 

研 究 開 発 評 価 部 会 

 科学技術振興調整費により実施したプロジェクトについては、科学技術・学術審議会

研究計画・評価分科会研究開発評価部会の定める「平成 27 年度科学技術振興調整費に

よる実施プロジェクトの評価の実施について」に基づき、文部科学省より事務委託を受

けている国立研究開発法人科学技術振興機構が、外部有識者からなる評価作業部会を設

置・運営し、事後評価を実施した。 

平成 27 年度評価対象プロジェクトについては、平成 27 年 9 月～10 月に各評価作業

部会による事後評価が行われた。 

今般、その評価結果を取りまとめたので報告する。 

１．はじめに 

 平成 27 年度の事後評価については、総合科学技術・イノベーション会議の定める

「国の研究開発評価に関する大綱的指針」、「科学技術戦略推進費に関する基本方

針」、また、文部科学省が定めた「文部科学省における研究及び開発に関する評価指

針」等を十分に踏まえた評価を実施するため、平成 27 年 6 月 19 日に開催された科学

技術・学術審議会研究計画・評価分科会研究開発評価部会において、「平成 27 年度

科学技術振興調整費による実施プロジェクトの評価の実施について」を決定したとこ

ろである。 

 当該事項に基づき、評価対象プロジェクトの専門分野・領域等を勘案して、当該分

野・領域の専門家及び有識者から構成される3つの評価作業部会を設置し、これらの

評価作業部会において「若手研究者の自立的研究環境整備促進」、「イノベーション

創出若手研究人材養成」、「女性研究者養成システム改革加速」の３プログラムによ

り実施した19プロジェクトについて、書面評価・ヒアリング評価を行った。 

 また、プログラムオフィサー（ＰＯ）が主査補佐として評価作業部会に参画し、評

価作業部会運営に際して主査を補佐するとともに、プロジェクト管理等で把握した状

況等の説明を行った。 
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２．平成 27 年度評価の実施経緯 

各評価作業部会の開催経緯は以下のとおりである。 

評価作業部会 評価作業部会開催内容 開催日 

若手研究者の自立的研究

環境整備促進評価作業部

会 

評価の進め方等についての確認 

評価留意点等についての説明 

ヒアリングの実施 

・若手研究者の自立的研究環境整備促進 ６プロジェクト 
9/15 

イノベーション創出若手

研究人材養成評価作業部

会 

評価の進め方等についての確認 

評価留意点等についての説明 

ヒアリングの実施 

・イノベーション創出若手研究人材養成  ６プロジェクト 
10/19 

女性研究者支援システム

改革評価作業部会 

評価の進め方等についての確認 

評価留意点等についての説明 

ヒアリングの実施 

・女性研究者養成システム改革加速 ７プロジェクト 
9/30 

３．評価結果概要 

 プログラムごとのプロジェクト評価結果の概要を以下に述べる（詳細は別紙及び資

料２－２参照）。 

総合評価 Ｓ．所期の計画を超えた取組が行われている 

Ａ．所期の計画と同等の取組が行われている 

Ｂ．所期の計画以下の取組であるが、一部で当初計画と同等又は 

それ以上の取組もみられる 

Ｃ．総じて所期の計画を下回る取組である 

プログラム名 

事後評価 

総 数 

総 合 評 価 

Ｓ評価 A評価 B評価 C評価 

若手研究者の自立的研究環境整備促進 ６ ０ ５ １ ０ 

イノベーション創出若手研究人材養成 ６ １ ３ ２ ０ 

女性研究者養成システム改革加速 ７ ０ ７ ０ ０ 

計（19プロジェクト） 19 １ 15 ３ ０ 
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４．評価結果の取扱 

 評価結果については、本部会での評価決定後、実施機関に通知し、評価コメントを

踏まえた各機関における自主的な取組を促す。併せて、文部科学省のホームページを

通じて公表するとともに、総合科学技術・イノベーション会議への報告対象となった

場合には、同会議への報告を行う。 

 なお、評価結果のとりまとめに当たっては、評価を実施する上で評価作業部会委員

等から寄せられた意見・コメントを適切に反映させるとともに、被評価者に意見提出

の機会を与え、評価プロセスにおける評価者と被評価者のコミュニケーションの確保

を図った。 
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（別紙） 

評価結果概要 

１．プログラム毎の評価結果の概要を以下に述べる。 

なお、本年度のプロジェクト評価基準については、次のとおり。 

【総合評価】Ｓ．所期の計画を超えた取組が行われている 

Ａ．所期の計画と同等の取組が行われている 

Ｂ．所期の計画以下の取組であるが、一部で当初計画と同等又は 

それ以上の取組もみられる 

Ｃ．総じて所期の計画を下回る取組である 

（１）若手研究者の自立的研究環境整備促進 

 平成 26 年度に支援が終了した６プロジェクトについて事後評価を実施した。このう

ち、５プロジェクトについては所期の計画と同等の取組が行われていると評価された。

残りの１プロジェクトについては人材養成システム改革が十分ではなく、目標達成度に

ついては所期の目標を達成したとは言えず、また、プロジェクト終了後に向けた取組が

十分ではないことにより総合評価は「Ｂ」と判断された。 

総合評価 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ プロジェクト数合計 

事後評価 ０ ５ １ ０ ６ 

（参考） 

◇制度概要：若手研究者が自立して研究できる環境の整備を促進するため、世界的研究 

拠点を目指す研究機関において、テニュアトラック制（公正で透明性の高い

選抜により採用された若手研究者が厳正な審査を経てより安定的な職を得

る前に、任期付きの雇用形態で自立した研究者としての経験を積むことがで

きる仕組み。）に基づき、若手研究者に競争的環境の中で自立性と活躍の機

会を与える仕組みの導入を図る。 

◇充 当 額：１プロジェクト当たり２億／年を上限 

◇実施期間：原則５年間（３年目に中間評価を実施） 

（２）イノベーション創出若手研究人材養成 

 平成 26 年度に支援が終了した６プロジェクトについて事後評価を実施した。このう

ち１プロジェクトについては所期の計画を超えた取組が行われている、３プロジェクト

については所期の計画と同等の取組が行われていると評価された。残りの２プロジェク

トについては、実践プログラムの開発・運用、実施体制の構築が十分ではなく、目標達

成度については所期の目標を達成したとは言えないこと等により総合評価は「Ｂ」と判

断された。 

総合評価 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ プロジェクト数合計 

事後評価 １ ３ ２ ０ ６ 
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（参考） 

◇制度概要：イノベーション創出の中核となる若手研究人材（博士後期課程の学生や博士

号取得後５年間程度までの研究者）が、狭い学問分野の専門能力だけでなく、

国際的な幅広い視野や産業界などの実社会のニーズを踏まえた発想を身に

付けるシステムを機関として構築する取組に対し支援する。 

◇充 当 額：１プロジェクト当たり７千万／年を上限 

◇実施期間：原則５年間（３年目に中間評価を実施） 

（３）女性研究者養成システム改革加速 

平成 26 年度に支援を終了した７プロジェクトについて事後評価を実施した。全７プ

ロジェクトについて、所期の計画と同等の取組が行われていると評価された。 

総合評価 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ プロジェクト数合計 

事後評価 ０ ７ ０ ０ ７ 

（参考） 

◇制度概要：多様な人材の養成・確保及び男女共同参画推進の観点から、特に女性研究者

の採用割合等が低い分野である、理学系・工学系・農学系の研究を行う優れ

た女性研究者の採用の増加と養成を加速する必要がある。 

本プログラムを実施し、機関におけるシステム改革に効果的な分野・規模で

当該女性研究者の採用を行うことにより、人材の多様化、研究の活性化及び

男女共同参画意識の醸成、さらには、機関として本来取り組まなければなら

ない柔軟な組織編成や環境整備等を同時に促進し、総合的なシステム改革の

構築を目指す。 

◇充 当 額：１プロジェクト当たり８千万円／年を上限 

◇実施期間：原則５年間（３年目に中間評価を実施） 
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２．プロジェクト評価結果一覧 

「若手研究者の自立的研究環境整備促進」（事後評価） 

若手研究者の自立的研究環境整備促進評価作業部会 

プロジェクト 実施機関 総括責任者 総合評価 
Ⅰ．目標達

成度 

Ⅱ．国際公

募・選考・

業績評価 

Ⅲ．人材養

成システム

改革（上記

Ⅱ以外の制

度設計に基

づく実施内

容・実績） 

Ⅳ．人材養

成システム

改革（上記

Ⅱ以外の制

度設計に対

するマネジ

メント） 

Ⅴ．実施

期間終了

後におけ

る取組 

Ⅵ．中間評

価の反映 

若手先端科学研究者の研

究環境改革 
群馬大学 平塚 浩士 Ａ a a a a a a 

富山発先端ライフサイエ

ンス若手育成拠点 
富山大学 遠藤 俊郎 Ａ a a a a a a 

国際サステナブル科学リ

ーダー育成システム 
広島大学 越智 光夫 Ｂ b a b a b a 

イノベーティブマリンテ

クノロジー研究者育成 
高知大学 脇口 宏 Ａ a a a a a a 

国際的研究者を育て得る

メンター研究者養成 
東海大学 山田 清志 Ａ a a a a b a 

生命科学の新分野創造若

手育成プログラム 

情報・システム

研究機構 
北川 源四郎 Ａ s s a a a a 

「イノベーション創出若手研究人材養成」（事後評価） 

 イノベーション創出若手研究人材養成評価作業部会 

プロジェクト 実施機関 総括責任者 総合評価 
Ⅰ．目標達

成度 

Ⅱ．イノベ

ーション人

材養成シス

テム改革状

況 

Ⅲ．実践プ

ログラムの

開発・運用

状況 

Ⅳ．実施体

制 

Ⅴ．今後の

進め方 

グローバルヘルス政策人

材養成講座 
東京大学 五神 真 Ｓ s s s s a 

産学連携による博士人材

のキャリア形成教育 
金沢大学 山崎 光悦 Ａ b a a a a 

産業牽引型イノベーショ

ン創出若手人材養成 
岐阜大学 森脇 久隆 Ｂ b a b b a 

イノベータ養成のための

サンドイッチ教育 
三重大学 駒田 美弘 Ａ b a a a a 

生命医学イノベーション

創出リーダー養成 
神戸大学 武田 廣 Ｂ b b b b b 

産学連携コーオプ型高度

人材育成プログラム 
立命館大学 吉田 美喜夫 Ａ b a a a a 
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「女性研究者養成システム改革加速」（事後評価） 

 女性研究者支援システム改革評価作業部会 

プロジェクト 実施機関 総括責任者 総合評価 
Ⅰ．目標達

成度 

Ⅱ．女性研

究者支援

システム

改革 

Ⅲ．取組の

内容 

Ⅳ．実施体

制 

Ⅴ．今後の

進め方 

理系女性教員キャリア

支援プログラム 
千葉大学 徳久 剛史 Ａ b a a a a 

知の頂点に向かって加

速！東大プラン 
東京大学 五神 真 Ａ b a a a a 

名古屋大学方式 女性

研究者採用加速・育成プ

ログラム 

名古屋大学 松尾 清一 Ａ a a a a a 

レボル－ション！女性

教員養成神戸スタイル 
神戸大学 武田 廣 Ａ a a a a s 

伝統と改革が創る次世

代女性研究者養成拠点 
奈良女子大学 今岡 春樹 Ａ a a a a a 

広大システム改革によ

る女性研究者活躍促進 
広島大学 越智 光夫 Ａ a a a a a 

バッファリングによる

女性研究者養成の加速 
熊本大学 原田 信志 Ａ a a a a a 
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想
が

活
か

さ
れ

る
教

育
研

究
シ

ス
テ

ム
を

実
現

す
る

た
め

に
、

テ
ニ

ュ
ア

ト
ラ

ッ
ク

制
（

以
下

、
「

T
T
制

」
と

い
う

）
の

導
入

を
図

っ
て

い
る

。
既

存
の

組
織

や
研

究
体

制
の

枠
を

超
え

た
先

端
科

学
研

究
指

導
者

育
成

ユ
ニ

ッ
ト

を
創

設
し

、
そ

こ
に

Y
A
 
(
Y
o
u
n
g

A
m
b
i
t
i
o
u
s
)
教

員
と

し
て

、
高

い
倍

率
の

応
募

者
の

中
か

ら
テ

ニ
ュ

ア
ト

ラ
ッ

ク
若

手
研

究
者

（
以

下
、

「
T
T
若

手
」

と
い

う
）

1
3
名

を
、

公
平

で
透

明
性

の
高

い
審

査
で

選
考

し
て

い
る

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
十

分
な

研
究

費
の

支
援

と
自

立
し

た
研

究
ス

ペ
ー

ス
を

提
供

し
、

学
内

の
教

育
研

究
活

動
に

精
通

し
た

ベ
テ

ラ
ン

教
員

の
メ

ン
タ

ー
と

、
研

究
分

野
が

近
く

研
究

上
の

サ
ポ

ー
ト

を
行

う
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
の

カ
ッ

プ
リ

ン
グ

・
メ

ン
タ

リ
ン

グ
・

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

た
育

成
体

制
を

確
立

し
て

い
る

。
公

平
で

透
明

性
の

高
い

審
査

体
制

が
と

ら
れ

、
厳

正
な

テ
ニ

ュ
ア

審
査

の
も

と
で

、
受

審
対

象
者

全
員

が
合

格
し

、
そ

の
中

で
も

ほ
と

ん
ど

が
昇

任
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

養
成

シ
ス

テ
ム

が
適

正
で

あ
る

と
評

価
で

き
る

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

に
全

学
へ

の
普

及
・

定
着

を
図

る
た

め
、

「
全

学
テ

ニ
ュ

ア
ト

ラ
ッ

ク
普

及
推

進
室

」
を

設
け

、
T
T
制

に
よ

る
人

事
に

一
元

的
に

取
り

組
む

姿
勢

が
示

さ
れ

、
そ

の
効

果
が

期
待

さ
れ

る
が

、
学

部
、

研
究

科
に

よ
る

状
況

の
違

い
な

ど
を

踏
ま

え
、

機
関

と
し

て
の

積
極

的
な

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

が
望

ま
れ

る
。

若
手
研

究
者
の

自
立
的

研
究
環

境
整
備

促
進

事
後

富
山

発
先

端
ラ

イ
フ

サ
イ

エ
ン

ス
若

手
育

成
拠

点

富
山

大
学

遠
藤

　
俊

郎

　
富

山
大

学
の

重
点

研
究

拠
点

の
一

つ
で

あ
る

医
薬

理
工

融
合

の
先

端
ラ

イ
フ

サ
イ

エ
ン

ス
拠

点
を

学
長

直
属

の
テ

ニ
ュ

ア
ト

ラ
ッ

ク
推

進
特

区
に

指
定

し
、

国
際

公
募

で
任

期
付

き
の

助
教

を
採

用
し

、
研

究
の

国
際

性
と

進
取

性
に

富
み

、
2
1
世

紀
の

ラ
イ

フ
サ

イ
エ

ン
ス

を
リ

ー
ド

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
研

究
成

果
の

産
業

へ
の

応
用

も
重

視
す

る
現

代
の

高
峰

譲
吉

を
育

成
す

る
。

テ
ニ

ュ
ア

ト
ラ

ッ
ク

実
施

委
員

会
を

置
き

、
若

手
育

成
支

援
策

を
強

力
に

推
進

す
る

。

Ａ

　
機

関
の

も
つ

特
長

を
生

か
し

、
「

先
端

ラ
イ

フ
サ

イ
エ

ン
ス

拠
点

」
の

形
成

を
機

関
の

戦
略

と
す

る
明

確
な

ビ
ジ

ョ
ン

の
も

と
で

、
テ

ニ
ュ

ア
ト

ラ
ッ

ク
制

（
以

下
、

「
T
T
制

」
と

い
う

）
を

活
用

し
て

若
手

研
究

者
を

育
成

し
よ

う
と

す
る

計
画

で
あ

る
。

焦
点

が
絞

ら
れ

た
実

施
計

画
は

若
手

研
究

者
に

も
魅

力
が

あ
る

と
同

時
に

、
機

関
内

で
も

支
持

が
拡

が
り

、
T
T
制

の
あ

り
方

の
一

つ
の

形
を

提
示

し
た

も
の

と
し

て
高

く
評

価
で

き
る

。
国

際
公

募
に

お
い

て
公

平
で

透
明

性
の

高
い

審
査

に
よ

っ
て

7
名

の
テ

ニ
ュ

ア
ト

ラ
ッ

ク
若

手
研

究
者

（
以

下
、

「
T
T
若

手
」

と
い

う
）

を
採

用
し

、
地

域
性

も
活

か
し

た
養

成
環

境
の

整
備

も
行

い
、

初
年

度
に

採
用

し
た

５
名

の
T
T
若

手
（

助
教

）
の

う
ち

、
4
名

は
テ

ニ
ュ

ア
准

教
授

と
し

て
採

用
さ

れ
て

お
り

、
制

度
設

計
か

ら
養

成
ま

で
の

目
標

の
達

成
度

は
高

い
と

評
価

で
き

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
の

T
T
制

の
全

学
展

開
に

お
い

て
も

、
学

長
の

強
い

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
で

、
学

内
で

の
T
T
制

へ
の

理
解

を
高

め
る

と
と

も
に

、
拠

点
そ

の
も

の
の

継
続

と
理

工
学

研
究

部
へ

の
独

自
の

T
T

制
の

展
開

も
決

定
し

て
お

り
、

自
主

財
源

の
確

保
に

努
め

、
T
T
制

の
全

学
へ

の
更

な
る

普
及

を
期

待
す

る
。

若
手
研

究
者
の

自
立
的

研
究
環

境
整
備

促
進

事
後

国
際

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

科
学

リ
ー

ダ
ー

育
成

シ
ス

テ
ム

広
島

大
学

越
智

　
光

夫

　
循

環
型

持
続

的
社

会
基

盤
の

形
成

に
貢

献
す

る
「

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

科
学

」
研

究
分

野
の

国
際

拠
点

の
構

築
を

目
指

し
、

革
新

的
か

つ
創

造
的

に
研

究
・

教
育

を
展

開
で

き
る

若
手

リ
ー

ダ
ー

の
育

成
を

目
指

し
て

、
テ

ニ
ュ

ア
ト

ラ
ッ

ク
制

度
を

導
入

す
る

。
　

国
際

公
募

で
選

考
さ

れ
た

テ
ニ

ュ
ア

ト
ラ

ッ
ク

講
師

は
、

独
立

し
た

研
究

環
境

の
も

と
で

協
力

研
究

科
や
研

究
グ

ル
ー

プ
の

支
援

を
受

け
て

課
題

に
挑

む
。

第
三

者
機

関
で

あ
る

テ
ニ

ュ
ア

ト
ラ

ッ
ク

評
価

委
員

会
（

外
部

委
員

を
含

む
）

は
、

テ
ニ

ュ
ア

ト
ラ

ッ
ク

講
師

の
選

考
や

テ
ニ

ュ
ア

審
査

過
程

、
な

ら
び

に
テ

ニ
ュ

ア
ト

ラ
ッ

ク
制

度
の

定
着

状
況

を
評

価
す

る
。

そ
の

評
価

結
果

を
受

け
て

制
度

設
計

を
再

検
討

し
、

広
島

大
学

型
の

若
手

人
材

育
成

シ
ス

テ
ム

を
確

立
す

る
。

Ｂ

　
学

際
融

合
領

域
に

お
け

る
教

育
研

究
を

推
し

進
め

る
た

め
、

学
部

・
研

究
科

と
は

独
立

し
た

教
育

研
究

組
織

「
サ

ス
テ

ナ
ブ

ル
・

デ
ィ

ベ
ロ

ッ
プ

メ
ン

ト
実

践
研

究
セ

ン
タ

ー
」

を
創

設
し

、
国

際
拠

点
が

構
築

で
き

る
若

手
リ

ー
ダ

ー
の

育
成

を
目

標
と

し
て

テ
ニ

ュ
ア

ト
ラ

ッ
ク

制
（

以
下

、
「

T
T
制

」
と

い
う

）
に

基
づ

い
て

、
優

秀
な

テ
ニ

ュ
ア

ト
ラ

ッ
ク

若
手

研
究

者
（

以
下

、
「

T
T
若

手
」

と
い

う
）

を
毎

年
度

２
名

ず
つ

採
用

す
る

と
い

う
意

欲
的

な
取

組
み

で
、

国
際

公
募

か
ら

テ
ニ

ュ
ア

審
査

ま
で

の
T
T
制

の
シ

ス
テ

ム
構

築
は

評
価

で
き

る
。

し
か

し
、

中
間

評
価

で
は

T
T
制

の
構

築
が

進
ん

で
い

る
と

認
め

ら
れ

た
も

の
の

、
女

性
・

外
国

籍
の

T
T
若

手
の

採
用

目
標

の
達

成
が

当
初

計
画

通
り

に
進

ん
で

い
な

い
こ

と
や

テ
ニ

ュ
ア

職
へ

の
養

成
が

当
初

計
画

通
り

に
進

ん
で

お
ら

ず
、

ま
た

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
提

案
さ

れ
て

い
る

拠
点

の
存

続
を

目
標

と
し

た
人

材
養

成
に

も
懸

念
が

あ
る

。
今

後
の

展
開

と
し

て
、

研
究

リ
ー

ダ
ー

型
と

一
般

型
の

T
T
制

の
導

入
を

図
っ

て
お

り
、

 
T
T
制

の
基

本
で

あ
る

公
正

で
透

明
性

の
高

い
採

用
審

査
、

自
立

環
境

下
で

の
養

成
、

テ
ニ

ュ
ア

審
査

の
３

つ
の

特
徴

を
持

つ
制

度
の

展
開

に
つ

い
て

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
を

活
か

し
て

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

広
島

大
学

に
お

け
る

若
手

研
究

者
の

養
成

の
あ

り
方

に
つ

い
て

、
既

存
組

織
と

の
整

合
性

も
十

分
に

考
慮

し
て

、
人

事
シ

ス
テ

ム
改

革
を

更
に

推
し

進
め

る
こ

と
を

期
待

す
る

。

1
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若
手

研
究

者
の

自
立

的
研

究
環

境
整

備
促

進
評

価
作

業
部

会
（

６
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）

プ
ロ
グ

ラ
ム
名

評
価

時
期

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

名
実

施
機

関
総

括
責

任
者

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

概
要

総
合

評
価

評
価
結
果
概
要

若
手
研

究
者
の

自
立
的

研
究
環

境
整
備

促
進

事
後

イ
ノ

ベ
ー

テ
ィ

ブ
マ

リ
ン

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

研
究

者
育

成

高
知

大
学

脇
口

　
宏

　
本

学
の

海
洋

科
学

研
究

に
お

け
る

人
材

資
材

を
結

集
し

た
“

イ
ノ

ベ
ー

テ
ィ

ブ
マ

リ
ン

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

研
究

拠
点

”
を

組
織

す
る

た
め

、
新

規
若

手
研

究
者

採
用

制
度

に
よ

り
若

手
研

究
者

を
教

員
と

し
て

配
置

し
、

新
た
な

分
野

横
断

型
海

洋
科

学
研

究
分

野
を

開
拓

・
展

開
で

き
る

海
洋

科
学

研
究

者
の

育
成

と
世

界
水

準
の

海
洋

新
領

域
研

究
拠

点
の

形
成

を
目

的
と

す
る

。
学

長
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

も
と

に
、

将
来

有
望

な
若

手
研

究
者

育
成

を
推

進
す

る
“

若
手

研
究

者
評

価
支

援
機

構
”

を
設

置
し

、
公

正
で

透
明

性
の

あ
る

教
員

採
用

制
度

・
審

査
方

法
と

い
っ
た

人
材

シ
ス

テ
ム

改
革

の
全

学
へ

の
普

及
・

導
入

に
取

り
組

む
。

人
事

の
流

動
性

と
職

・
身

分
の

安
定

性
確

保
を

両
立

し
つ

つ
、

教
育

研
究

の
恒

常
的

な
活

性
化

が
図

れ
る

人
材

シ
ス

テ
ム

を
構

築
す

る
。

Ａ

 
 
機

関
の

特
長

あ
る

研
究

分
野

を
基

本
に

「
イ

ノ
ベ

ー
テ

ィ
ブ

マ
リ

ン
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
研

究
拠

点
」

を
創

設
し

、
テ

ニ
ュ

ア
ト

ラ
ッ

ク
制

（
以

下
、

「
T
T
制

」
と

い
う

）
を

活
用

し
て

構
築

し
よ

う
と

す
る

、
明

確
な

育
成

分
野

の
目

標
と

制
度

設
計

が
行

わ
れ

、
若

手
人

材
の

採
用

、
研

究
環

境
と

教
育

に
よ

る
養

成
な

ど
が

順
調

に
進

ん
で

い
る

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
公

正
で

透
明

性
の

高
い

国
際

公
募

に
よ

っ
て

、
女

性
・

外
国

籍
研

究
者

を
含

む
採

用
目

標
を

満
足

す
る

優
秀

な
テ

ニ
ュ

ア
ト

ラ
ッ

ク
若

手
研

究
者

（
以

下
、

「
T
T
若

手
」

と
い

う
）

9
名

の
採

用
に

成
功

し
、

比
較

的
高

い
研

究
業

績
を

あ
げ

、
4
名

を
自

機
関

の
テ

ニ
ュ

ア
職

に
採

用
し

て
い

る
。

更
に

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
展

開
す

る
形

で
、

農
学

部
な

ど
を

改
組

し
、

農
林

海
洋

科
学

部
を

創
設

し
、

そ
の

一
部

を
担

う
海

洋
資

源
科

学
科

の
開

設
に

結
び

付
け

た
こ

と
は

高
く

評
価

で
き

る
。

更
に

、
終

了
後

に
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
経

験
を

活
か

し
、

女
性

研
究

者
を

対
象

と
し

た
T
T
制

を
創

設
し

、
若

手
女

性
研

究
者

の
養

成
を

目
指

す
新

し
い

制
度

を
開

設
し

、
機

関
の

研
究

力
の

向
上

を
目

指
す

改
革

に
繋

げ
た

こ
と

も
評

価
で

き
る

。

若
手
研

究
者
の

自
立
的

研
究
環

境
整
備

促
進

事
後

国
際

的
研

究
者

を
育

て
得

る
メ

ン
タ

ー
研

究
者

養
成

東
海

大
学

山
田

　
清

志

　
先

端
分

野
に

お
け

る
国

際
的

研
究

を
行

う
能

力
に

加
え

、
自

ら
を

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

と
し

た
後

進
の

研
究

者
を

育
成

す
る

メ
ン

タ
ー

と
な

り
う

る
人

材
を

養
成

す
る

。
テ

ニ
ュ

ア
ト

ラ
ッ

ク
の

期
間

は
創

造
科

学
技

術
研

究
機

構
（

仮
称

）
に

属
し

、
理

想
的

な
環

境
の

中
で

自
己

能
力

の
発

展
に

邁
進

し
、

テ
ニ

ュ
ア

取
得

後
は

、
学

部
・

研
究
科

に
所

属
し

つ
つ

、
大

学
奨

励
教

員
と

し
て

本
学

に
特

徴
あ

る
研

究
を

通
じ

て
次

世
代

育
成

の
た

め
の

環
境

作
り

に
貢

献
す

る
。

先
ず

医
学

系
に

お
い

て
、

緊
急

性
高

く
、

私
学

の
特

長
で

も
あ

る
臨

床
研

究
分

野
の

国
際

的
研

究
者

の
養

成
機

構
と

し
て

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

、
３

年
目

か
ら

理
工

系
学

部
へ

と
広

げ
、

そ
の

後
全

学
的

シ
ス

テ
ム

改
革

へ
と

広
げ

る
。

Ａ

　
機

関
の

教
育

研
究

分
野

を
俯

瞰
し

、
機

関
の

戦
略

的
な

分
野

を
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

担
う

人
材

(
メ

ン
タ

ー
格

教
員

)
の

養
成

を
目

指
し

て
、

テ
ニ

ュ
ア

ト
ラ

ッ
ク

制
（

以
下

、
「

T
T
制

」
と

い
う

）
の

導
入

を
図

る
明

確
な

目
標

を
も

っ
て

制
度

設
計

に
当

た
っ

て
い

る
。

提
案

す
る

コ
ン

セ
プ

ト
に

従
っ

た
国

際
公

募
で

、
海

外
経

験
研

究
者

及
び

女
性

を
含

む
多

様
な

テ
ニ

ュ
ア

ト
ラ

ッ
ク

若
手

研
究

者
（

以
下

、
「

T
T
若

手
」

と
い

う
）

の
採

用
に

成
功

し
、

特
に

、
臨

床
を

支
え

る
医

学
基

礎
系

か
ら

始
め

、
3
年

目
か

ら
理

工
学

部
分

野
へ

も
展

開
し

、
医

学
・

理
工

学
が

ベ
ク

ト
ル

を
揃

え
て

連
携

研
究

を
リ

ー
ド

で
き

る
研

究
教

育
の

人
材

を
目

指
し

、
特

長
あ

る
複

数
メ

ン
タ

ー
な

ど
に

よ
る

支
援

体
制

、
教

育
・

研
究

の
バ

ラ
ン

ス
を

考
慮

し
た

養
成

体
制

が
確

立
し

て
い

る
。

既
に

高
い

業
績

の
４

名
が

テ
ニ

ュ
ア

審
査

で
昇

任
採

用
さ

れ
て

い
る

こ
と

は
、

本
制

度
が

機
能

し
た

も
の

と
考

え
ら

れ
評

価
で

き
る

。
T
T
制

の
効

果
を

認
め

、
学

長
の

主
導

の
も

と
T
T

制
の

適
用

を
機

関
決

定
し

て
お

り
、

今
後

は
T
T
制

の
具

体
的

な
制

度
内

容
を

明
確

に
し

て
、

機
関

全
体

へ
の

展
開

を
期

待
す

る
。

若
手
研

究
者
の

自
立
的

研
究
環

境
整
備

促
進

事
後

生
命

科
学

の
新

分
野

創
造

若
手

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム

情
報

・
シ

ス
テ

ム
研

究
機

構

北
川

　
源

四
郎

　
生

命
科

学
の

新
分

野
創

造
の

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

を
持

つ
若

手
研

究
者

を
任

期
付

准
教

授
と

し
て

６
名

（
調

整
費

３
名

、
自

主
取

組
３

名
）

採
用

し
、

国
立

遺
伝

学
研

究
所

新
分

野
創

造
セ

ン
タ

ー
に

独
立

研
究

室
を

置
く

。
准
教

授
ご

と
に

サ
ポ

ー
ト

委
員

会
を

置
い

て
支

援
・

助
言

を
行

い
、

機
構

・
研

究
所

の
優

れ
た

研
究

環
境

を
活

用
し

て
研

究
に

専
念

さ
せ

、
切

磋
琢

磨
に

よ
り

テ
ニ

ュ
ア

へ
の

登
用

を
推

進
す

る
。

本
構

想
は

、
こ

れ
ま

で
の

試
行

結
果

に
基

づ
き

、
優

れ
た

若
手

の
集

積
効

果
を

生
む

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

マ
ス

の
規

模
へ

拡
大

す
る

も
の

で
あ

り
、

新
分

野
創
造

の
核

と
な

る
チ

ャ
レ

ン
ジ

ン
グ

な
若

手
育

成
の

場
を

築
く

こ
と

を
目

指
す

。
機

構
・

研
究

所
が

世
界

を
リ

ー
ド

す
る

た
め

に
有

効
な

制
度

と
し

て
位

置
づ

け
、

５
年

経
過

後
も

若
手

育
成

の
自

主
取

組
と

し
て

継
続

す
る

。

Ａ

　
生

命
科

学
分

野
で

新
分

野
創

造
の

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

を
持

つ
若

手
研

究
者

を
養

成
す

る
と

い
う

明
確

な
目

標
の

も
と

、
国

立
遺

伝
学

研
究

所
で

既
に

自
主

的
な

取
組

み
と

し
て

行
っ

て
き

た
「

新
分

野
創

造
独

立
准

教
授

制
度

」
を

基
に

テ
ニ

ュ
ア

ト
ラ

ッ
ク

制
（

以
下

、
「

T
T
制

」
と

い
う

）
を

新
し

く
展

開
し

て
、

同
所

の
新

分
野

創
造

セ
ン

タ
ー

に
独

立
研

究
室

を
も

つ
テ

ニ
ュ

ア
ト

ラ
ッ

ク
若

手
研

究
者

（
以

下
、

「
T
T
若

手
」

と
い

う
）

と
し

て
優

秀
な

６
名

の
採

用
に

成
功

し
て

い
る

。
特

に
、

候
補

者
の

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

形
式

に
よ

る
審

査
会

や
チ

ョ
ー

ク
ト

ー
ク

な
ど

を
活

用
し

た
採

用
審

査
で

の
工

夫
や

、
優

れ
た

研
究

環
境

を
活

か
し

て
複

数
の

教
授

に
よ

る
サ

ポ
ー

ト
体

制
に

よ
る

着
実

な
人

材
育

成
に

よ
っ

て
T
T
若

手
は

高
い

研
究

業
績

を
あ

げ
て

い
る

。
更

に
、

公
正

で
透

明
性

が
高

く
特

長
あ

る
人

物
評

価
基

準
に

よ
る

テ
ニ

ュ
ア

審
査

で
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
点

で
テ

ニ
ュ

ア
審

査
を

受
け

た
3
名

の
T
T
若

手
全

員
が

テ
ニ

ュ
ア

教
授

と
し

て
採

用
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
育

成
効

果
は

評
価

で
き

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
は

国
立

遺
伝

学
研

究
所

で
は

、
新

分
野

創
造

セ
ン

タ
ー

で
T
T
制

を
継

続
実

施
す

る
こ

と
に

な
っ

て
お

り
、

ま
た

、
機

構
内

の
他

の
機

関
へ

の
啓

発
活

動
が

な
さ

れ
、

国
立

極
地

研
究

所
な

ど
で

新
し

い
T
T
制

の
導

入
も

進
ん

で
い

る
な

ど
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

と
そ

の
波

及
効

果
は

機
構

の
人

事
シ

ス
テ

ム
改

革
に

繋
が

っ
て

い
る

こ
と

は
評

価
で

き
る

。

2
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イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
若

手
研

究
人

材
養

成
評

価
作

業
部

会
（

６
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）

プ
ロ
グ

ラ
ム
名

評
価

時
期

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

名
実

施
機

関
総

括
責

任
者

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

概
要

総
合

評
価

評
価
結
果
概
要

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ
ン

創
出
若

手
研
究

人
材
養

成

事
後

グ
ロ

ー
バ

ル
ヘ

ル
ス

政
策

人
材

養
成

講
座

東
京

大
学

五
神

　
真

　
地

球
規

模
の

保
健

課
題

は
、

政
治

・
外

交
・

経
済

・
貿

易
・

ビ
ジ

ネ
ス

に
お

け
る

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の
最

前
線

で
あ

り
、

そ
の

対
応

に
は

、
分

野
横

断
的

な
発

想
で

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

保
健

政
策

に
応

用
で

き
る

国
際

的
人

材
が

不
可

欠
で

あ
る

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、

技
術

革
新

だ
け

で
な

く
、

施
策

や
制

度
の

変
革

の
た

め
の

ビ
ジ

ョ
ン

・
思

考
や

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
も

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
と

し
て

位
置

付
け

、
包

括
的

な
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
た

め
の

画
期

的
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

提
供

す
る

。
　

具
体

的
に

は
、

グ
ロ

ー
バ

ル
ヘ

ル
ス

を
切

り
口

に
、

東
京

大
学

の
既

存
の

リ
ソ

ー
ス

を
活

用
し

な
が

ら
相

乗
効

果
を

図
る

た
め

に
、

国
際

保
健

学
専

攻
と

医
学

部
「

最
先

端
研

究
開

発
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
及

び
学

部
横

断
的

「
政

策
ビ

ジ
ョ

ン
研

究
セ

ン
タ

ー
」

と
連

携
し

、
学

内
に

「
グ

ロ
ー

バ
ル

ヘ
ル

ス
政

策
セ

ン
タ

ー
」

を
設

置
す

る
。

「
グ

ロ
ー

バ
ル

ヘ
ル

ス
政

策
人

材
養

成
講

座
」

を
通

し
て

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
創

出
や

そ
の

活
用

に
つ

な
が
る

政
策

立
案

や
研

究
能

力
を

持
つ

人
材

、
多

国
間

協
調

の
枠

組
み

の
中

で
グ

ロ
ー

バ
ル

ヘ
ル

ス
課

題
の

解
決

に
求

め
ら

れ
る

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

活
用

の
中

核
を

担
う

実
務

家
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
へ

の
知

見
と

実
践

力
を

持
ち

後
進

を
育

成
す

る
教

育
人

材
を

育
成

す
る

。
こ

う
し

た
活

動
を

通
し

て
、

各
専

門
分

野
に

加
え

て
社

会
・

政
治

的
側

面
を

理
解

す
る

知
識

・
見

識
を

兼
ね

備
え

、
か

つ
国

際
的

な
広

い
視

野
に

立
っ

た
決

断
・

行
動

力
を

持
ち

、
リ

サ
ー

チ
マ

イ
ン

ド
と

ア
ン

ト
レ

プ
レ

ナ
ー

シ
ッ

プ
・

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
に

富
ん

だ
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

政
策

革
新

人
材

の
輩

出
を

目
指

す
。

S

　
グ

ロ
ー

バ
ル

ヘ
ル

ス
政

策
人

材
養

成
講

座
と

い
う

日
本

に
今

ま
で

に
な

い
教

育
拠

点
を

作
り

、
グ

ロ
ー

バ
ル

社
会

で
活

躍
す

る
リ

ー
ダ

ー
養

成
に

軸
を

置
い

た
実

践
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
構

築
し

成
果

を
あ

げ
た

点
は

高
く

評
価

で
き

る
。

世
界

一
流

の
講

師
陣

に
よ

る
全

プ
ロ

グ
ラ

ム
英

語
の

講
義

や
セ

ミ
ナ

ー
で

構
築

さ
れ

た
実

践
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

博
士

人
材

に
と

っ
て

非
常

に
魅

力
あ

る
内

容
で

あ
り

、
養

成
対

象
者

だ
け

で
な

く
、

広
く

学
内

外
の

学
生

、
研

究
者

、
ま

た
、

企
業

人
の

聴
講

が
あ

っ
た

。
グ

ロ
ー

バ
ル

リ
ー

ダ
ー

養
成

と
い

う
視

点
か

ら
国

際
的

な
機

関
、

研
究

所
等

の
長

期
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
先

を
開

拓
し

、
多

数
の

応
募

者
が

あ
り

当
初

の
養

成
目

標
者

数
を

達
成

し
た

こ
と

、
ま

た
、

養
成

修
了

者
の

多
く

が
国

際
的

な
機

関
、

産
業

界
に

就
職

し
た

点
も

高
く

評
価

で
き

る
。

今
後

、
本

事
業

の
更

な
る

全
学

展
開

に
向

け
た

粘
り

強
い

努
力

、
公

的
資

金
に

頼
ら

な
い

シ
ス

テ
ム

構
築

、
世

界
に

誇
れ

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
の

発
展

、
ブ

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

を
期

待
す

る
。

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ
ン

創
出
若

手
研
究

人
材
養

成

事
後

産
学

連
携

に
よ

る
博

士
人

材
の

キ
ャ

リ
ア

形
成

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム

金
沢

大
学

山
崎

　
光

悦

　
提

案
す

る
人

材
養

成
シ

ス
テ

ム
は

、
博

士
後

期
課

程
に

キ
ャ

リ
ア

形
成

教
育

を
導

入
し

、
広

い
視

野
と

専
門

性
を

備
え

た
高

度
専

門
職

業
人

の
輩

出
を

積
極

的
に

進
め

る
取

組
で

あ
り

、
産

学
連

携
教

育
に

よ
り

博
士

人
材

の
入

学
、

教
育

、
就

職
の

好
循

環
を

作
り

出
す

。
そ

の
た

め
、

養
成

シ
ス

テ
ム

の
D
C
 
型

（
D
C
：

博
士

課
程

後
期

学
生
）

は
、

自
然

科
学

研
究

科
博

士
後

期
課

程
の

「
産

学
連

携
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

コ
ー

ス
」

（
平

成
2
3
 
年

度
新

設
）

の
学
生

を
対

象
と

し
、

同
コ

ー
ス

へ
は

博
士

前
期

課
程

の
優

秀
で

挑
戦

意
欲

の
あ

る
学

生
か

ら
1
5
 
名

を
選

抜
す

る
。

P
D
 
型

（
P
D
：

ポ
ス

ト
ド

ク
タ

ー
）

は
異

分
野

へ
挑

戦
す

る
ポ

ス
ド

ク
3
 
名

程
度

を
公

募
・

養
成

す
る

。
D
C
 
型

及
び

P
D
 
型

と
も

に
企

業
等

が
提

示
す

る
ニ

ー
ズ

的
な

課
題

と
大

学
が

持
つ

シ
ー

ズ
的

課
題

を
融

合
し

た
独

自
の

課
題

を
選

択
さ

せ
て

研
究

計
画

を
自

ら
立

案
さ

せ
、

審
査

と
マ

ッ
チ

ン
グ

等
に

よ
り

選
抜

す
る

。
D
C
 
型

で
は

博
士

論
文

を
見

据
え
た

企
業

で
の

実
践

的
研

究
に

つ
い

て
１

年
間

の
養

成
期

間
で

学
内

研
修

科
目

と
長

期
学

外
研

修
を

課
す

。
ま

た
、

企
業

等
と

協
働

し
て

企
業

が
求

め
る

博
士

人
材

像
に

関
す

る
講

演
会

や
セ

ミ
ナ

ー
を

博
士

課
程

全
学

生
及

び
ポ

ス
ド

ク
を

対
象

に
開

催
す

る
。

並
行

し
て

技
術

経
営

（
M
O
T
）

や
研

究
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

力
育

成
教

育
な

ど
を

実
施

し
て

、
広
い

視
野

と
企

画
運

営
能

力
を

養
成

す
る

。
 
養

成
シ

ス
テ

ム
の

セ
ン

タ
ー

機
能

と
し

て
学

長
が

統
括

す
る

「
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

若
手

人
材

養
成

セ
ン

タ
ー

」
を

置
き

、
産

業
界

出
身

の
専

門
員

（
プ

ロ
グ

ラ
ム

・
デ

ィ
レ

ク
タ

ー
）

を
配

置
す

る
。

同
養

成
セ

ン
タ

ー
企

画
委

員
会

や
実

施
委

員
会

、
選

考
・

評
価

委
員

会
を

置
き

、
委

員
と

し
て

参
画

す
る

連
携

企
業

か
ら

の
意

見
を

汲
み

上
げ

な
が

ら
本

博
士

人
材

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

運
営

す
る

。

A

　
シ

ス
テ

ム
改

革
や

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発
に

お
い

て
意

欲
的

な
取

組
を

行
い

、
学

長
及

び
担

当
理

事
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

下
、

企
業

と
の

連
携

に
よ

り
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
展

開
し

、
構

築
し

た
科

目
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

化
を

進
め

た
点

は
評

価
で

き
る

。
養

成
対

象
者

、
企

業
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

を
丁

寧
に

行
い

、
修

了
者

の
多

く
の

進
路

が
決

定
し

て
い

る
。

し
か

し
、

D
C
の

応
募

者
が

少
な

く
養

成
目

標
者

数
が

未
達

と
な

っ
て

お
り

、
未

達
の

要
因

の
分

析
、

対
策

を
行

い
、

積
極

的
に

改
善

を
行

う
こ

と
で

今
後

さ
ら

に
展

開
さ

れ
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

今
後

の
産

学
連

携
博

士
人

材
養

成
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

本
事

業
の

継
続

発
展

の
た

め
に

、
博

士
人

材
、

教
員

、
企

業
に

と
っ

て
魅

力
あ

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
構

築
し

、
特

に
教

員
の

意
識

改
革

を
強

力
に

進
め

、
大

学
全

体
へ

展
開

す
る

こ
と

を
望

む
。

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ
ン

創
出
若

手
研
究

人
材
養

成

事
後

産
業

牽
引

型
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

若
手

人
材

養
成

岐
阜

大
学

森
脇

　
久

隆

　
自

動
車

、
航

空
機

、
ロ

ボ
ッ

ト
、

セ
ラ

ミ
ッ

ク
ス

、
バ

イ
オ

、
医

薬
等

の
飛

騨
・

美
濃

・
尾

張
地

域
の

産
業

の
牽

引
に

必
要

な
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

力
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

、
協

調
性

、
創

造
性

を
備

え
、

国
際

的
な

広
い

視
野

と
実

社
会

の
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
発

想
を

身
に

つ
け

た
人

材
の

養
成

を
目

的
と

す
る

。
｢
岐

阜
大

学
イ

ノ
ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
若

手
人

材
養

成
セ

ン
タ

ー
｣
を

設
置

し
、

情
報

を
一

元
的

に
統

括
し

、
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
策

定
・

運
用

を
行

う
。

学
内

外
か

ら
選

抜
し

た
若

手
研

究
者

に
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ス

キ
ル

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

6
ヶ

月
）

の
実

施
後

に
、

国
際

教
育

研
究

プ
ロ

グ
ラ

ム
又

は
産

学
連

携
教

育
研

究
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

践
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
3
-
6
ヶ

月
）

を
行
う

。
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

ス
キ

ル
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
、

ア
イ

デ
ア

・
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
・

キ
ャ

ン
プ

、
エ

ン
ラ

イ
ト

メ
ン

ト
・

レ
ク

チ
ャ

ー
、

ビ
ジ

ネ
ス

英
語

を
行

う
。

国
際

教
育

研
究

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
海

外
の

国
際

交
流

協
定

大
学

に
派

遣
す

る
。

産
学

連
携

教
育

研
究

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、

人
材

養
成

協
力

協
定

を
締

結
し

た
企

業
へ

派
遣

す
る

。
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
通

じ
て

、
地

域
産

業
を

牽
引

で
き

、
国

際
的

な
視

野
を

持
っ

た
高

度
産

業
技

術
を

有
す

る
研

究
人

材
を

養
成

す
る

。
修

了
時

に
は

、
本

セ
ン

タ
ー

で
の

研
修

報
告

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
等

で
評

価
を

行
う

。

B

　
新

た
に

博
士

人
材

を
全

学
的

に
養

成
す

る
体

制
を

整
備

し
、

岐
阜

・
飛

騨
・

美
濃

地
域

に
お

け
る

高
度

な
産

学
連

携
の

道
を

開
い

た
点

な
ど

の
内

容
の

あ
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

構
築

し
、

教
育

効
果

を
高

め
る

努
力

を
し

、
中

間
評

価
で

の
指

摘
事

項
に

対
し

て
真

摯
に

対
応

し
た

点
は

評
価

で
き

る
が

、
養

成
者

の
目

標
達

成
度

は
極

め
て

低
く

、
補

助
期

間
後

半
に

お
い

て
も

低
調

に
推

移
し

た
。

ま
た

、
国

際
交

流
プ

ロ
グ

ラ
ム

や
比

較
的

多
く

の
海

外
で

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

実
施

に
よ

る
グ

ロ
ー

バ
ル

な
取

組
は

一
定

の
評

価
が

で
き

る
も

の
の

、
海

外
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
先

と
し

て
大

学
以

外
の

民
間

機
関

等
の

開
拓

が
不

十
分

で
あ

っ
た

。
今

後
、

岐
阜

大
学

の
特

徴
を

生
か

し
、

グ
ロ

ー
カ

ル
な

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

担
い

手
と

し
て

、
地

域
及

び
海

外
企

業
等

と
の

連
携

を
深

め
、

こ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

精
神

と
経

験
を

発
展

さ
せ

る
よ

う
に

努
力

す
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ
ン

創
出
若

手
研
究

人
材
養

成

事
後

イ
ノ

ベ
ー

タ
養

成
の

た
め

の
サ

ン
ド

イ
ッ

チ
教

育

三
重

大
学

駒
田

　
美

弘

　
本

事
業

で
は

、
産

業
界

等
の

課
題

を
共

同
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

し
、

若
手

研
究

人
材

が
担

当
し

、
三

重
大

学
が

提
案

し
て

い
る

２
段

階
O
P
T
サ

ン
ド

イ
ッ

チ
教

育
に

よ
り

「
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

が
で

き
る

博
士

人
材

」
に

転
換

し
、

産
業

界
の

中
核

人
材

と
し

て
輩

出
す

る
。

大
学

で
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

指
導

教
員

（
P
M
教

員
）

と
研

究
開

発
指

導
教

員
（

R
&
D
教

員
）

が
第

１
段

階
の

サ
ン

ド
イ

ッ
チ

教
育

を
行

い
、

新
規

「
実

社
会

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
を

企
画

立
案

す
る

。
そ

の
後

、
共

同
研

究
先

の
企

業
で

「
実

社
会

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
の

実
施

を
通

し
た

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

教
育

を
、

企
業

経
営

者
と

大
学

教
員

が
第

２
段

階
の

サ
ン

ド
イ

ッ
チ

教
育

を
実

施
す

る
こ

と
で

博
士

号
を

取
得

し
た

イ
ノ

ベ
ー

タ
と

し
て

の
実

践
力

を
身

に
付

け
る

。
Ａ

　
地

域
に

フ
ォ

ー
カ

ス
し

、
三

重
県

の
地

域
企

業
で

の
長

期
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
と

い
う

グ
ロ

ー
カ

ル
な

取
組

か
ら

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
養

成
へ

と
つ

な
が

っ
た

ユ
ニ

ー
ク

な
取

組
で

あ
り

評
価

で
き

る
。

ま
た

、
養

成
対

象
者

数
は

当
初

目
標

を
達

成
す

る
こ

と
は

で
き

な
か

っ
た

も
の

の
、

博
士

課
程

学
生

の
進

路
の

開
拓

等
、

本
来

の
目

的
に

つ
い

て
は

全
学

的
に

し
っ

か
り

取
り

組
ま

れ
て

い
る

点
も

評
価

で
き

る
。

今
後

の
継

続
に

お
い

て
、

「
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

が
で

き
る

博
士

人
材

（
P
M
型

博
士

人
材

）
」

養
成

を
想

定
し

、
従

来
の

「
ア

カ
デ

ミ
ア

・
キ

ャ
リ

ア
志

向
型

」
の

博
士

課
程

学
生

に
対

す
る

専
門

教
育

と
対

等
に

位
置

づ
け

る
と

い
う

意
識

改
革

、
地

域
企

業
か

ら
の

グ
ロ

ー
バ

リ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

に
寄

与
で

き
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
人

材
の

輩
出

と
い

う
テ

ー
マ

に
沿

っ
て

、
地

域
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

学
研

究
科

・
地

域
戦

略
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
て

全
学

展
開

を
行

う
こ

と
を

期
待

す
る

。

3

13



イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
若

手
研

究
人

材
養

成
評

価
作

業
部

会
（

６
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）

プ
ロ
グ

ラ
ム
名

評
価

時
期

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

名
実

施
機

関
総

括
責

任
者

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

概
要

総
合

評
価

評
価
結
果
概
要

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ
ン

創
出
若

手
研
究

人
材
養

成

事
後

生
命

医
学

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
リ

ー
ダ

ー
養

成

神
戸

大
学

武
田

　
廣

　
2
1
世

紀
の

成
長

産
業

と
し

て
注

目
さ

れ
て

い
る

生
命

医
学

分
野

の
研

究
開

発
を

リ
ー

ド
す

る
若

手
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

人
材

の
養

成
は

、
我

が
国

の
経

済
成

長
を

左
右

す
る

喫
緊

の
課

題
で

あ
る

。
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

、
医

学
研

究
科

を
始

め
と

す
る

神
戸

大
学

の
生

命
医

学
関

連
研

究
科

と
関

西
エ

リ
ア

に
集

積
す

る
生

命
医

学
関

連
企

業
が

連
携

す
る

こ
と

に
よ

り
、

従
来

の
大

学
院

教
育

で
は

成
し

え
な

か
っ

た
、

企
業

マ
イ

ン
ド

あ
ふ

れ
る

若
手

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
人

材
を

養
成

す
る

。
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

か
ら

輩
出

さ
れ

る
人

材
は

、
高

度
な

専
門

性
に

加
え

て
、

産
業

界
な

ど
実

社
会

の
ニ

ー
ズ

に
対

す
る

深
い

理
解

と
優

れ
た

グ
ロ

ー
バ

ル
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
兼

ね
備

え
、

生
命

医
学

関
連

企
業

等
に

お
い

て
、

研
究

開
発

の
第

一
線

で
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

活
躍

す
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。

B

　
医

療
現

場
に

お
け

る
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
担

う
人

材
養

成
と

い
う

観
点

か
ら

、
医

学
系

を
は

じ
め

と
す

る
生

命
医

学
関

連
の

5
研

究
科

の
博

士
課

程
後

期
学

生
（

D
C
）

、
ポ

ス
ト

ド
ク

タ
ー

（
P
D
）

を
対

象
と

し
、

視
野

の
広

い
若

手
研

究
人

材
を

養
成

す
る

と
い

う
課

題
に

取
り

組
み

、
制

度
設

計
や

シ
ス

テ
ム

化
に

注
力

し
、

地
域

や
企

業
と

の
連

携
に

力
を

入
れ

た
意

欲
的

な
計

画
で

は
あ

る
が

、
博

士
課

程
（

後
期

）
の

教
育

シ
ス

テ
ム

改
革

及
び

若
手

研
究

人
材

の
多

様
な

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

支
援

と
い

う
、

P
D
、

D
C
の

立
場

に
立

っ
た

人
材

養
成

シ
ス

テ
ム

構
築

の
取

り
組

み
と

し
て

は
不

十
分

で
あ

る
。

中
間

評
価

に
お

い
て

指
摘

さ
れ

た
本

事
業

の
医

学
系

以
外

の
他

研
究

科
へ

の
展

開
も

進
ま

ず
、

他
研

究
科

の
P
D
、

D
C
の

参
加

が
少

な
く

、
特

に
D
C
の

養
成

修
了

者
数

の
目

標
を

大
幅

に
達

成
で

き
て

い
な

い
。

今
後

、
継

続
事

業
と

し
て

の
一

般
財

団
法

人
医

学
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

神
戸

連
携

シ
ス

テ
ム

（
M
I
K
C
S
）

や
、

文
理

融
合

の
新

研
究

科
「

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
研

究
科

」
を

実
り

多
い

も
の

と
す

る
た

め
に

、
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

問
題

点
の

更
な

る
分

析
を

し
、

若
手

研
究

人
材

養
成

事
業

を
展

開
す

る
こ

と
を

期
待

す
る

。

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ
ン

創
出
若

手
研
究

人
材
養

成

事
後

産
学

連
携

コ
ー

オ
プ

型
高

度
人

材
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

立
命

館
大

学
吉

田
　

美
喜

夫

　
博

士
課

程
後

期
課

程
院

生
（

D
C
）

と
博

士
学

位
取

得
後

 
5
 
年

程
度

ま
で

の
若

手
研

究
者

に
対

し
、

「
産
学

連
携

」
に

軸
を

置
い

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

、
産

業
界

で
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

を
行

う
よ

う
な

人
材

を
よ

り
多

く
生

み
出

す
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

。
選

抜
さ

れ
た

対
象

者
に

対
し

、
「

大
学

教
員

（
研

究
指

導
教

員
）

」
、

｢
シ
ニ

ア
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
(
研

究
分

野
統

括
者

)
｣
及

び
「

企
業

連
携

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
」

の
３

者
に

よ
る

「
ト

ラ
イ

ア
ン

グ
ル

・
フ

ォ
ス

タ
ー

指
導

体
制

（
協

働
人

材
育

成
）

」
を

推
進

し
、

新
規

に
設

置
す

る
「

博
士

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

推
進

室
」

が
サ

ポ
ー

ト
す

る
。

ま
た

、
そ

の
育

成
手

段
と

し
て

「
学

修
・

研
究

カ
ル

テ
」

を
活

用
し

、
「

実
践

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

」
と

「
産

学
連

携
コ

ー
オ

プ
研

修
」

に
よ

り
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

に
結

び
つ

く
実

践
力

、
交

渉
力

、
企

画
力

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
等

を
修

得
す

る
。

こ
の

シ
ス

テ
ム

の
評

価
は

、
学

修
・

研
究

カ
ル

テ
に

よ
る

実
践

プ
ロ

グ
ラ

ム
計

画
作

成
（

P
l
a
n
）

、
実

践
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
(
D
o
)
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
推

進
委

員
会

・
外

部
評

価
委

員
会

に
よ

る
定

期
的

な
運

営
と

評
価

 
(
C
h
e
c
k
)
と

、
効

果
的

な
シ

ス
テ

ム
の

運
用

(
A
c
t
i
o
n
)
の

 
P
D
C
A
 
に

よ
り

行
う

。

Ａ

　
養

成
目

標
者

数
は

未
達

で
あ

る
も

の
の

、
ポ

ス
ト

ド
ク

タ
ー

（
P
D
）

雇
用

の
現

状
把

握
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

担
当

教
員

の
意

識
改

革
、

活
動

実
施

内
容

、
体

制
整

備
等

で
意

欲
的

な
取

組
が

認
め

ら
れ

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
制

度
の

構
築

や
P
D
、

D
C
の

教
学

改
革

、
養

成
対

象
者

の
経

済
的

支
援

等
を

積
極

的
に

進
め

た
点

が
評

価
で

き
る

。
若

手
研

究
者

養
成

の
問

題
点

を
分

析
し

、
人

材
育

成
事

業
と

し
て

多
方

面
か

ら
検

討
さ

れ
た

非
常

に
良

い
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
構

築
し

、
行

き
届

い
た

運
営

が
な

さ
れ

た
。

し
か

し
、

本
事

業
の

養
成

対
象

者
が

目
標

数
に

未
達

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
参

加
す

る
ス

タ
ッ

フ
サ

イ
ド

の
取

組
の

趣
旨

が
、

P
D
、

D
C
の

若
手

研
究

者
に

十
分

に
認

知
さ

れ
て

い
な

い
と

思
わ

れ
る

。
今

後
、

グ
ロ

ー
バ

ル
な

視
点

で
の

人
材

養
成

、
関

西
大

学
、

関
西

学
院

大
学

、
同

志
社

大
学

等
の

他
機

関
と

の
連

携
も

進
め

な
が

ら
、

本
事

業
の

全
学

的
な

普
及

、
定

着
を

期
待

す
る

。

4
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女
性

研
究

者
支

援
シ

ス
テ

ム
改

革
評

価
作

業
部

会
（

７
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）

プ
ロ
グ

ラ
ム
名

評
価

時
期

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

名
実

施
機

関
総

括
責

任
者

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

概
要

総
合

評
価

評
価
結
果
概
要

女
性
研

究
者
養

成
シ
ス

テ
ム
改

革
加
速

事
後

理
系

女
性

教
員

キ
ャ

リ
ア

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム

千
葉

大
学

徳
久

　
剛

史

（
１

）
新

規
養

成
女

性
研

究
者

の
採

用
計

画
　

初
年

度
は

２
名

、
次

年
度

以
降

２
～

４
年

目
は

４
～

５
名

、
５

年
目

は
３

名
を

女
性

教
員

枠
で

積
極

的
に

公
募

・
採

用
し

、
５

年
間

で
新

規
養

成
女

性
研

究
者

を
1
8
名

採
用

す
る

。
（

２
）

女
性

研
究

者
養

成
の

た
め

の
取

組
内

容
　

新
規

採
用

者
に

は
着

任
後

す
ぐ

に
研

究
活

動
を

開
始

で
き

る
よ

う
に

、
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

研
究

費
、

研
究

支
援

要
員

や
複

数
メ

ン
タ

ー
の

配
置

、
実

験
室

等
整

備
な

ど
の

支
援

を
、

既
在

籍
者

に
は

研
究

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

助
成

、
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー
、

メ
ン

タ
ー

・
ピ

ア
サ

ポ
ー

ト
に

よ
る

支
援

な
ど

を
行

い
、

上
位

職
位

に
必

要
と

さ
れ

る
能

力
を

育
成

す
る

。
（

３
）

期
待

さ
れ

る
効

果
　

５
年

間
で

1
8
名

の
理

系
女

性
教

員
を

採
用

す
る

こ
と

で
、

理
系

女
性

教
員

比
率

が
ほ

ぼ
1
0
％

と
な

り
、
上

位
職

位
の

教
員

の
増

加
に

つ
な

が
る

。
さ

ら
に

、
理

系
の

公
募

者
全

体
に

お
け

る
女

性
比

率
の

増
加

、
理

系
採

用
者

に
お

け
る

女
性

比
率

の
増

加
も

期
待

さ
れ

る
。

こ
の

こ
と

に
よ

り
、

理
系

の
若

手
女

性
研

究
者

に
と

っ
て

は
、

自
分

の
専

門
分

野
に

お
い

て
身

近
な

役
割

モ
デ

ル
を

得
る

こ
と

に
つ

な
が

り
、

研
究

者
と

し
て

の
将

来
に

希
望

を
持

つ
こ

と
が

で
き

、
上

位
職

へ
チ

ャ
レ

ン
ジ

す
る

意
欲

や
活

力
が

高
ま

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

さ
ら

に
大

学
全

体
と

し
て

は
、

教
育

研
究

活
動

な
ら

び
に

大
学

運
営

面
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
推

進
を

図
る

こ
と

が
で

き
、

学
内

の
教

育
研

究
活

動
の

活
性

化
及

び
男

女
共

同
参

画
意

識
の

醸
成

を
組

織
的

に
推

進
す

る
。

A

　
定

年
退

職
教

員
ポ

ス
ト

の
２

年
前

倒
し

に
よ

り
、

幅
広

い
専

門
領

域
、

職
位

に
よ

る
女

性
限

定
公

募
を

可
能

と
し

、
優

れ
た

女
性

教
員

を
積

極
的

に
採

用
す

る
シ

ス
テ

ム
を

構
築

し
、

所
期

の
計

画
を

上
回

る
理

系
女

性
教

員
を

採
用

し
た

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
さ

ら
に

、
女

性
教

員
養

成
の

た
め

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
適

切
に

実
施

し
、

理
系

女
性

教
員

の
科

学
研

究
費

補
助

金
新

規
採

択
率

を
1
0
％

以
上

上
昇

さ
せ

る
な

ど
、

女
性

教
員

の
研

究
力

を
向

上
さ

せ
る

成
果

を
上

げ
た

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
今

後
は

、
よ

り
積

極
的

に
優

れ
た

女
性

教
員

の
採

用
を

進
め

、
理

系
女

性
教

員
比

率
を

高
め

て
い

く
こ

と
を

期
待

す
る

。

女
性
研

究
者
養

成
シ
ス

テ
ム
改

革
加
速

事
後

知
の

頂
点

に
向

か
っ

て
加

速
！

東
大

プ
ラ

ン

東
京

大
学

五
神

　
真

（
１

）
新

規
養

成
女

性
研

究
者

の
採

用
計

画
計

画
に

則
っ

た
採

用
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

５
年

目
の

在
籍

女
性

研
究

者
(
比

率
)
を

、
理

学
系

で
4
9
名

(
8
.
7
％

)
、

工
学

系
で

5
9
名

（
6
.
9
％

）
、

農
学

系
で

3
2
名

（
8
.
7
％

）
と

す
る

。
（

２
）

女
性

研
究

者
養

成
の

た
め

の
取

組
内

容
新

規
養

成
女

性
研

究
者

に
限

ら
ず

、
女

性
研

究
者

が
独

立
し

て
研

究
が

遂
行

で
き

る
環

境
を

整
備

す
る

と
と

も
に

、
出

産
・

育
児

の
際

の
研

究
支

援
員

の
雇

用
等

を
積

極
的

に
実

施
す

る
。

（
３

）
期

待
さ

れ
る

効
果

世
界

的
に

も
ト

ッ
プ

レ
ベ

ル
に

位
置

す
る

東
京

大
学

に
お

い
て

、
女

性
研

究
者

を
加

速
度

的
に

養
成

・
輩

出
す

る
こ

と
に

よ
り

、
広

い
範

囲
の

女
性

研
究

者
の

増
加

と
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
に

寄
与

で
き

る
。

A

　
学

長
裁

量
ポ

ス
ト

を
活

用
し

た
女

性
限

定
公

募
の

実
施

に
よ

り
、

理
・

工
・

農
学

系
分

野
の

女
性

教
員

の
採

用
を

加
速

し
、

所
期

の
計

画
を

上
回

る
女

性
教

員
を

採
用

し
た

こ
と

、
ま

た
、

上
位

職
へ

の
積

極
的

採
用

及
び

登
用

を
進

め
た

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
今

後
は

、
目

標
と

し
た

機
関

全
体

の
女

性
研

究
者

比
率

を
達

成
す

べ
く

、
全

学
的

な
意

識
の

醸
成

に
努

め
、

効
果

的
な

取
組

を
継

続
し

て
実

施
し

て
い

く
こ

と
を

期
待

す
る

。

女
性
研

究
者
養

成
シ
ス

テ
ム
改

革
加
速

事
後

名
古

屋
大

学
方

式
　

女
性

研
究

者
採

用
加

速
・

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム

名
古

屋
大

学
松

尾
　

清
一

（
１

）
新

規
養

成
女

性
研

究
者

の
採

用
計

画
理

・
工

・
農

学
系

女
性

研
究

者
を

３
年

度
目

ま
で

に
1
5
名

、
5
年

度
目

ま
で

に
2
9
名

(
教

授
４

名
、

准
教

授
５

名
、

助
教

2
0
名

)
を

新
規

に
採

用
す

る
。

女
性

教
授

・
准

教
授

(
Ｐ

Ｉ
)
の

積
極

的
増

加
策

と
し

て
、

全
学

流
用

定
員

を
利

用
し

た
「

女
性

Ｐ
Ｉ

枠
」

を
設

置
し

、
理

・
工

・
農

学
系

合
同

公
募

を
実

施
す

る
。

全
学

か
ら

若
手

女
性

教
員
の

人
件

費
を

措
置

し
た

「
発

展
型

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
・

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

を
継

続
実

施
し

、
助

教
採

用
増

加
を

促
進

す
る

。
（

２
）

女
性

研
究

者
養

成
の

た
め

の
取

組
内

容
①

特
別

研
究

費
の

配
分

②
メ

ン
タ

ー
制

度
の

導
入

③
育

児
中

の
支

援
員

配
置

④
研

究
の

成
果

発
表

支
援

⑤
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー
の

定
期

的
開

催
な

ど
を

全
学

的
体

制
の

下
に

実
施

す
る

。
（

３
）

期
待

さ
れ

る
効

果
女

性
Ｐ

Ｉ
の

増
加

に
よ

り
、

大
学

の
意

思
決

定
に

関
わ

る
女

性
比

率
が

上
昇

し
、

女
性

研
究

者
の

地
位

確
立

、
採

用
比

率
上

昇
、

研
究

環
境

の
改

善
が

見
込

ま
れ

る
。

さ
ら

に
人

事
権

を
も

つ
Ｐ

Ｉ
増

加
に

よ
り

女
性

研
究

者
比

率
を

飛
躍

的
に

加
速

さ
せ

る
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
効

果
が

期
待

さ
れ

る
。

A

　
学

長
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

下
、

全
学

的
な

事
業

推
進

体
制

を
構

築
し

、
学

長
管

理
定

員
を

用
い

た
「

女
性

P
I
枠

」
と

い
っ

た
上

位
職

階
女

性
教

員
を

採
用

す
る

た
め

の
仕

組
み

を
構

築
し

た
。

女
性

教
員

の
採

用
を

積
極

的
に

進
め

、
新

規
養

成
女

性
研

究
者

の
採

用
目

標
を

達
成

し
た

の
み

な
ら

ず
、

機
関

独
自

に
多

く
の

理
・

工
・

農
学

系
分

野
の

女
性

教
員

の
採

用
を

進
め

た
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

さ
ら

に
、

女
性

研
究

者
養

成
の

た
め

の
様

々
な

制
度

を
設

け
、

適
切

な
養

成
を

進
め

る
こ

と
に

よ
り

昇
進

や
登

用
に

繋
げ

て
い

る
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

女
性
研

究
者
養

成
シ
ス

テ
ム
改

革
加
速

事
後

レ
ボ

ル
－

シ
ョ

ン
！

女
性

教
員

養
成

神
戸

ス
タ

イ
ル

神
戸

大
学

武
田

　
廣

（
１

）
新

規
養

成
女

性
研

究
者

の
採

用
計

画
本

学
独

自
の

育
成

研
究

員
も

対
象

と
し

て
、

新
規

養
成

女
性

教
員

を
女

性
枠

に
よ

り
公

募
で

2
1
名

以
上

（
准

教
授

、
講

師
、

助
教

）
理

工
農

学
系

研
究

科
に

採
用

し
、

採
用

し
た

研
究

科
に

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
と

し
て

採
用

者
１

名
に

対
し

て
１

名
の

助
教

を
学

内
経

費
に

よ
り

措
置

す
る

（
任

期
５

年
間

）
。

「
女

性
研

究
者

養
成

シ
ス

テ
ム

改
革

戦
略

会
議

」
に

て
、

採
用

計
画

の
実

効
性

を
担

保
す

る
。

（
２

）
女

性
研

究
者

養
成

の
た

め
の

取
組

内
容

新
規

養
成

女
性

教
員

に
1
年

目
に

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
研

究
費

を
、

２
、

３
年

目
に

研
究

費
を

支
給

、
メ

ン
タ
ー

２
名

（
研

究
、

ラ
イ

フ
）

を
配

置
、

理
工

農
学

系
の

す
べ

て
の

女
性

教
員

に
研

究
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
経

費
を

補
助

、
全

学
の

子
育

て
中

の
女

性
研

究
者

に
研

究
支

援
員

を
配

置
す

る
。

す
べ

て
の

女
性

研
究

者
を

対
象

に
「

神
戸

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
カ

フ
ェ

」
を

、
女

子
学

生
を

対
象

に
「

学
生

向
き

キ
ャ

リ
ア

カ
フ

ェ
」

を
開

催
す

る
。

（
３

）
期

待
さ

れ
る

効
果

理
工

農
学

系
の

女
性

教
員

の
採

用
と

昇
進

の
増

加
。

博
士

後
期

課
程

に
進

学
す

る
女

子
学

生
の

増
加

。

A

　
女

性
枠

に
よ

る
教

員
公

募
、

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
助

教
制

度
（

O
n
e
+
o
n
e
制

度
）

、
育

成
研

究
員

制
度

を
３

つ
の

柱
と

し
て

理
・

工
・

農
学

系
分

野
の

女
性

教
員

を
倍

増
さ

せ
て

お
り

評
価

で
き

る
。

執
行

部
を

中
心

に
全

学
と

し
て

事
業

に
取

り
組

み
、

適
切

に
計

画
を

推
進

し
、

女
性

教
員

の
研

究
力

強
化

、
大

学
院

博
士

課
程

（
後

期
）

女
子

学
生

比
率

の
向

上
と

、
上

位
職

階
の

増
加

と
若

手
の

養
成

の
両

面
に

配
慮

し
つ

つ
成

果
を

上
げ

て
お

り
評

価
で

き
る

。

5
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女
性

研
究

者
支

援
シ

ス
テ

ム
改

革
評

価
作

業
部

会
（

７
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）

プ
ロ
グ

ラ
ム
名

評
価

時
期

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

名
実

施
機

関
総

括
責

任
者

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

概
要

総
合

評
価

評
価
結
果
概
要

女
性
研

究
者
養

成
シ
ス

テ
ム
改

革
加
速

事
後

伝
統
と
改
革

が
創
る
次
世

代
女
性
研
究

者
養
成
拠
点

奈
良

女
子

大
学

今
岡
　
春
樹

（
１

）
新

規
養
成

女
性

研
究

者
の

採
用

計
画

理
学

系
：

4
(
8
0
.
0
%
)
,
 
1
(
1
0
0
%
)
,
 
0
(
0
%
)
,
 
 
 
2
(
6
6
.
7
%
)
,
 
0
(
0
%
)

工
学

系
：

1
(
1
0
0
%
)
,
 
 
0
(
0
%
)
,
 
 
 
1
(
1
0
0
%
)
,
 
0
(
0
%
)
,
 
 
 
 
0
(
0
%
)

　
（

平
成

2
2
年
度

～
2
6
年

度
）

。
（

 
）

内
は

女
性

教
員

採
用

比
率

本
学

は
農

学
系
に

比
べ

理
工

系
の

女
性

研
究

者
比

率
が

低
い

。
本

申
請

で
は

比
率

の
低

い
理

学
系

と
工

学
系

に
関

し
て

重
点

的
に

採
用

を
計

画
し

た
。

極
め

て
高

い
採

用
比

率
を

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
ア

ク
シ

ョ
ン

で
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
加

速
的

に
女

性
教

員
比

率
を

高
め

、
理

工
農

系
で

３
年

度
目

に
は

2
7
.
5
％

、
５

年
度

目
に

は
2
8
.
4
％

と
い

う
高

い
女

性
教

員
比

率
を
達

成
す

る
。

（
２

）
女

性
研
究

者
養

成
の

た
め

の
取

組
内

容
採

用
し

た
新

規
養

成
・

独
自

養
成

女
性

研
究

者
、

既
在

籍
女

性
研

究
者

に
対

し
、

1
)
若

手
研

究
者

サ
ポ

ー
ト

シ
ス

テ
ム

、
2
)
若

手
女
性

研
究

者
養

成
シ

ス
テ

ム
、

3
)
研

究
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
シ

ス
テ

ム
を

適
用

し
、

メ
ン

タ
ー

制
度

な
ど

に
よ

り
教

員
の

協
力

体
制

の
も

と
に

女
性

研
究

者
を

養
成

す
る

。
（

３
）

期
待

さ
れ

る
効

果
本

申
請

課
題

の
推

進
に

よ
り

、
本

学
の

理
工

系
女

性
教

員
比

率
が

加
速

的
に

伸
び

、
2
0
%
以

上
を

安
定

的
に
維

持
で

き
る

よ
う

に
な

り
、

全
学

の
比

率
も

3
0
％

を
超

え
る

。
ま

た
３

つ
の

支
援

シ
ス

テ
ム

に
よ

り
次

世
代

を
含

め
た

女
性

研
究

者
の

増
加

と
研

究
の

質
の

向
上

が
大

い
に

期
待

で
き

る
。

A

　
部

局
ご

と
に

定
年

退
職

者
及

び
転

出
者

の
補

充
人

事
を

用
い

た
女

性
教

員
採

用
計

画
を

策
定

し
、

女
性

限
定

公
募

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

新
規

養
成

女
性

研
究

者
を

所
期

の
計

画
通

り
採

用
し

、
理

・
工

・
農

学
系

の
女

性
教

員
比

率
を

大
幅

に
引

き
上

げ
た

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
さ

ら
に

、
学

長
裁

量
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

制
度

の
活

用
に

よ
り

、
優

れ
た

女
性

教
員

の
昇

任
を

大
き

く
進

め
る

シ
ス

テ
ム

改
革

を
実

現
し

た
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

女
性
研

究
者
養

成
シ
ス

テ
ム
改

革
加
速

事
後

広
大
シ
ス
テ

ム
改
革
に
よ

る
女
性
研
究

者
活
躍
促
進

広
島

大
学

越
智
　
光
夫

（
１

）
新

規
養

成
女

性
研

究
者

の
採

用
計

画
人

件
費

ポ
イ

ン
ト

全
学

調
整

分
の

３
割

程
度

を
シ

ス
テ

ム
改

革
分

と
し

て
確

保
し

、
理

工
農

系
の

女
性

教
員

を
採

用
す

る
部

局
等

に
配

分
す

る
。

そ
れ

に
よ

り
、

毎
年

度
４

名
（

平
成

2
2
年

度
は

３
名

）
以

上
の

理
工

農
系

の
女

性
教

員
を

採
用

す
る

。
（

２
）

女
性

研
究

者
養

成
の

た
め

の
取

組
内

容
機

関
本

部
の

人
材

育
成

推
進

室
に

「
女

性
研

究
者

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
部

門
」

を
置

き
、

全
学

レ
ベ

ル
の

教
員

育
成

・
支

援
シ

ス
テ

ム
（

メ
ン

タ
リ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

、
研

究
支

援
シ

ス
テ

ム
、

研
究

者
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
支

援
シ

ス
テ

ム
）

を
構

築
す

る
。

（
３

）
期

待
さ

れ
る

効
果

理
工

農
系

研
究

科
の

女
性

教
員

数
が

倍
増

す
る

。
男

女
共

同
参

画
推

進
室

お
よ

び
大

学
経

営
企

画
室

と
連
携

し
て

教
員

育
成

・
支

援
シ

ス
テ

ム
を

運
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

女
性

教
員

の
教

育
・

研
究

に
お

け
る

活
躍

を
促

進
す

る
。

A

　
人

件
費

ポ
イ

ン
ト

の
全

学
調

整
分

の
３

割
を

理
・

工
・

農
学

系
分

野
の

女
性

教
員

採
用

の
た

め
に

確
保

す
る

採
用

シ
ス

テ
ム

は
、

確
実

な
女

性
教

員
の

採
用

促
進

に
繋

が
っ

て
お

り
評

価
で

き
る

。
ま

た
、

全
学

的
な

女
性

教
員

の
採

用
、

昇
任

、
養

成
の

た
め

の
シ

ス
テ

ム
を

整
備

し
て

お
り

、
今

後
も

継
続

的
な

女
性

教
員

の
採

用
、

昇
任

が
期

待
で

き
評

価
で

き
る

。

女
性
研

究
者
養

成
シ
ス

テ
ム
改

革
加
速

事
後

バ
ッ
フ
ァ
リ
ン

グ
に
よ
る
女

性
研
究
者
養

成
の
加
速

熊
本

大
学

原
田
　
信
志

（
１

）
新

規
養

成
女

性
研

究
者

の
採

用
計

画
　

大
学

院
自

然
科

学
研

究
科

に
お

い
て

平
成

2
2
年

度
か

ら
の

５
年

間
は

全
学

措
置

席
(
女

性
研

究
者

用
バ

ッ
フ

ァ
席

)
の

配
置

に
よ

り
1
3
名

の
女

性
研

究
者

を
年

次
計

画
に

従
っ

て
採

用
す

る
。

こ
れ

に
続

く
平

成
2
7
年

度
か

ら
の

５
年

間
は

新
設

の
熊

本
大

学
女

性
研

究
者

養
成

支
援

制
度

の
も

と
1
0
名

の
女

性
研

究
者

を
採

用
す

る
。

（
２

）
女

性
研

究
者

養
成

の
た

め
の

取
組

内
容

　
女

性
研

究
者

養
成

の
基

本
と

し
て

は
、

研
究

費
の

支
援

と
研

究
ス

ペ
ー

ス
の

割
当

が
挙

げ
ら

れ
る

。
そ
の

他
、

メ
ン

タ
ー

教
員

の
指

導
に

よ
る

活
発

な
研

究
活

動
の

展
開

、
出

産
・

育
児

期
間

で
の

研
究

支
援

員
の

配
置

、
女

性
研

究
者

に
よ

る
研

究
成

果
発

表
の

た
め

の
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

開
催

や
博

士
前

期
お

よ
び

後
期

課
程

に
在

籍
す

る
女

性
大

学
院

生
に

対
す

る
啓

発
活

動
を

推
進

す
る

。
（

３
）

期
待

さ
れ

る
効

果
　

女
性

研
究

者
の

計
画

的
採

用
を

可
能

と
す

る
本

取
組

、
お

よ
び

、
平

成
2
3
年

度
に

導
入

す
る

新
た

な
人
事

制
度

の
も

と
、

よ
り

柔
軟

で
計

画
的

な
組

織
編

成
を

可
能

と
し

、
教

育
・

研
究

の
活

性
化

が
図

ら
れ

る
。

A

　
全

学
の

バ
ッ

フ
ァ

席
（

全
学

措
置

席
）

を
用

い
て

、
定

年
退

職
予

定
教

員
ポ

ス
ト

の
３

年
前

倒
し

に
よ

り
新

規
養

成
女

性
研

究
者

の
採

用
を

進
め

る
シ

ス
テ

ム
を

構
築

し
、

所
期

の
目

標
を

達
成

し
た

。
自

然
科

学
研

究
科

で
構

築
し

た
当

該
シ

ス
テ

ム
が

全
学

的
な

意
識

改
革

を
推

進
す

る
効

果
を

上
げ

て
お

り
、

評
価

で
き

る
。
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